
41 

平成26年度厚生労働省科学研究費補助金（労働安全衛生総合研究事業） 

（福島第一原子力発電所事故復旧作業のストレスが 

労働者のメンタルヘルスに及ぼす影響） 

分担研究報告書 

 

福島第一・第二原子力発電所職員における仕事のモチベーション： 
Fukushima NEWS Project研究 

 
研究分担者  長峯 正典（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 行動科学研究部門） 
研究代表者 重村 淳 （防衛医科大学校 精神科学講座） 
 

研究要旨 

福島第一原発事故では、廃炉作業が数十年かかると予想される。復旧作業従事者にとって、

業務上のストレスは膨大であり、長期化することで、メンタルヘルスの悪化あるいは業務へ

のモチベーション低下を引き起こすことが懸念される。 

本研究では、福島第一原発、隣接する福島第二原発に勤める電力会社社員を対象として、

2012年 5～6月の時点における仕事のモチベーションを測定し、それに関連する要因の同定

を試みた。 

仕事のモチベーションは平均的に低く（第一：57.9 ± 22.9、第二：56.5 ± 21.5）、両施

設間の差は見られなかった。モチベ―ションの低さは 20代・30代の対象者により多く見ら

れた。また、身内や社会から批判を受けた者は、モチベ―ションが低い傾向を示した（批判

なし：58.7 ± 21.7、批判あり：51.8 ± 24.5、p < 0.001）。 

海外では、モチベーション低下が「燃え尽き」や離職の増加、組織への不信感や団結力の

低下、任務遂行への支障が報告されている。本研究の対象者においても、このような事態を

防止するために、モチベーションを維持策が重要であることが示唆された。 
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A. 研究目的 

  東京電力福島第一原子力発電所（以下、第一

原発）事故後、発電所で働く電力会社職員を対

象として、仕事のモチベーションを測定し、そ

れに関連する要因の同定を試みた。 

 

背景 

第一原発事故では、数十年かかるとされる廃

炉作業が続けられる。復旧作業従事者にとって、

業務上のストレスは膨大であり、過酷な作業に

伴うストレスに加えて、多くの者は福島県住民

としてのストレスをあわせて持っている。加え

て、社会的批判が影響を与えていることが報告

されている 1)。このような膨大で複雑なストレ

スが長期化すると、メンタルヘルスへの悪影響、

あるいは業務へのモチベーション低下を引き

起こすことが懸念される。 

モチベーション低下は作業場のヒューマ

ン・エラー、そして新たな事故を引き起こしう

る。2014 年度に第一原発で作業中に死傷した

り、熱中症にかかったりした者は 64名で、2013

年度の 2倍だった 2)。2015年 1月には、第一原

発，東京電力福島第一原子力発電所（以下、第

二原発）で死亡事故が相次いで起き、全作業が

一時的に中断された 3)。 

モチベーション低下は、いわゆる燃え尽きに

関連し、士気の低下、退職者の増加という事態

にもつながりうる。2012 年度、東京電力の自

主退職者は 710人で，11年度（465人）と比べ

ると 1.5倍に増加し 4)、うち約 4割は管理職な

ど、中核業務を担う社員が占めた 5)。その一方

で、汚染水対策など、次々に生じる課題に対し

て人手が求められる矛盾が続き、これに対する

解決の糸口はつかみづらい状態である。 

我々は、第一原発、ならびに隣接する東京電

力福島第二原子力発電所（以下、第二原発）の

東京電力社員を対象に、仕事へのモチベーショ

ンの度合いを評価するとともに、関連する要因

の同定を試みて、今後のモチベーション維持の

ための知見を探った。 

 

B. 研究方法 

この研究は愛媛大学・防衛医科大学校の倫理

委員会にて承認されているもので、Fukushima 

NEWS Project6)の一部として実施されたもので

ある。 

 2012 年 5～6 月（震災 14～15 か月後）、東京

電力（株）に勤務する福島第一・第二原発職員

の全職員を対象として、メンタルヘルスの調査

が実施された。文書における説明の後、同意し

た者 1,673名（第一：1,105名、第二：568名）

が自記式調査用紙を記入した。 

本研究では、仕事へのモチベーションを従属

変数として調べた。「あなたの仕事へのモチベ

ーションは何点ですか？最もモチベーション

がある時を 100 点として、0～100 点の数字で

お書き下さい」と尋ねた質問を検証した。独立

変数として、調査時の一般属性（所属発電所・

性別・年齢・累積被ばく総量）、身内や社会か

らの批判の有無、批判「あり」と回答した者が

最近受けた批判の程度（もっとも批判を受けた

ときを 100 点として、0～100 点で回答）を調

べた。従属変数と独立変数との関連を、

Pearson’s r、ANOVA（Bonferroni事後検定）、t

検定、χ2検定で検証した。統計解析には日本

語版 SPSS（ver. 21）を用いた。 

 

C. 研究結果 

結果を表 1に示した。対象者のうち、第一・

第二原発間では性別、累積被ばく線量にて差が

見られたが、仕事へのモチベーションでは有意

差が見られなかった。（第一：57.9 ± 22.9、第

二：56.5 ± 21.5） 
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表 1. 2012 年 5～6 月における福島第一・第二原子力発電所職員の仕事のモチベーション 
      

                                  

    
全体 

 (N = 1673) 
 
第一原発 

 (n = 1105) 
 
第二原発 

 (n = 568) 
 第一 vs. 第二   仕事へのモチベーション ¦¦ 

    n %  n %  n %  統計量 p   平均 
標準 

偏差 
 統計量 p 

性別 男性 1566 93.6  
 

1051 95.1  
 

515 90.7  
 

χ2 (df=1) =12.4 <0.001 
 

57.6  22.5  
 

t = 1.15 0.25 

 
女性 107 6.4  

 
54 4.9  

 
53 9.3  

    
55.0  22.3  

   
年齢 † 

 
41.3 (11.2) 

 
41.6 (11.0) 

 
40.6 (11.4) 

 
t = 1.63 0.10 

    
r = 0.15 <0.001 

 
20-29 336 20.1  

 
203 18.4  

 
133 23.4  

    
52.1  22.1  

 
F = 9.60 ‡ <0.001 

 
30-39 372 22.2  

 
250 22.6  

 
122 21.5  

    
55.1  24.0  

   

 
40-49 445 26.6  

 
298 27.0  

 
147 25.9  

    
59.5  22.0  

   

 
50-59 458 27.4  

 
309 28.0  

 
149 26.2  

    
61.0  20.6  

   

 
60- 29 1.7  

 
19 1.7  

 
10 1.8  

    
58.9  23.8  

   
累積被ばく線量（mSv）† 

 
32.2 (43.6) 

 
44.9 (45.3) 

 
7.7 (26.4) 

 
t = 20.8 <0.001 

    
r = -0.05 0.07 

身内や社会からの批判 なし 1346 80.5  
 

897 81.2  
 

449 79.0  
 

χ2 (df=1) = 1.1 0.30 
 

58.7 21.7 
 

t = 4.63 <0.001 

 
あり 319 19.1  

 
203 18.4  

 
116 20.4  

    
51.8 24.5 

   
最近受けた批判の程度 † §  

 
53.0 (25.9) 

 
54.2 (27.0) 

 
50.9 (23.5) 

 
t = 1.12 0.26 

    
r = -0.08 0.12 

仕事へのモチベーション† ||   57.4 (22.5)  57.9 (22.9)  56.5 (21.5)  t = 1.22 0.22            

                   
† 平均 (標準偏差） 

                 
‡ Post-hoc analysis (Bonferroni検定）：20代＜40, 50代 (p < 0.001)。30代＜50代 (p = 0.002)。 

      
§ 批判を受けるかで「はい」と答えた者のみ回答（もっとも批判を受けたときを 100点として 0～100点で回答） 

       
|| 最もモチベーションがあるときを 100点として 0～100点で回答 
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図 1. 仕事のモチベーションと年齢との関連
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44 

仕事へのモチベーションと独立変数

との検証では、性別・累積被ばく線量と

の間には関連は見られなかった。年齢が

～29

歳の者と

）。また、

歳の者と比べ

て有意に低かった

内や社会から批判を受けた人は、そうで

ない人と比べて仕事のモチベーション

が低い傾向が見られた。（批判なし：

± 

0.001

 

仕事のモチベーションと年齢との関連 (N = 1673

本研究では、第一原発・第二原発で働

く対象者のモチベーションが全体的に

点台だ

った。なかでも、

い職員、身内や社会から批判を受けた者

のモチベーションが低かった。

仕事のモチベーションと燃え尽きと

の関連は、産業心理学・組織心理学・保

て有意に低かった

内や社会から批判を受けた人は、そうで

ない人と比べて仕事のモチベーション

が低い傾向が見られた。（批判なし：

 21.7、批判あり：

0.001） 

= 1673、第一・第二原発職員

った。なかでも、

い職員、身内や社会から批判を受けた者

のモチベーションが低かった。

仕事のモチベーションと燃え尽きと

の関連は、産業心理学・組織心理学・保
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内や社会から批判を受けた人は、そうで
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が低い傾向が見られた。（批判なし：

、批判あり：51.8 

、第一・第二原発職員

った。なかでも、20～30歳代の比較的若

い職員、身内や社会から批判を受けた者

のモチベーションが低かった。

仕事のモチベーションと燃え尽きと

の関連は、産業心理学・組織心理学・保

= 0.002)。（図 1）身
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ない人と比べて仕事のモチベーション

が低い傾向が見られた。（批判なし：58.7 

51.8 ± 24.5、p

、第一・第二原発職員) 
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い職員、身内や社会から批判を受けた者

のモチベーションが低かった。 

仕事のモチベーションと燃え尽きと
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）身

内や社会から批判を受けた人は、そうで

ない人と比べて仕事のモチベーション
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い職員、身内や社会から批判を受けた者

仕事のモチベーションと燃え尽きと

の関連は、産業心理学・組織心理学・保
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健福祉学・軍時（防衛）医学等の領域で

検証されてきた 7)。 

看護師など、対人業務に携わる者の行

動学的側面からの検証では、燃え尽き状

態が続くことが職場への不満足を高め、

離職につながるとの報告が数多い 8)。

軍・自衛隊領域においては、士気の維持

が部隊の団結力を高め、円滑な任務遂行

のために重要であると指摘されている。

リーダーシップ・部隊への信頼感・部隊

の士気など、軍隊内の心理的団結が隊員

の自己評価を上げて、ストレス反応の緩

和因子になり 9)、PTSD への防止効果が

観られた 10)ことも報告されている。換言

すると、士気が下がることは、組織行動

への弊害、メンタルヘルスへの悪影響が

起こりうる。 

過去に精神症状を報告したイギリス

軍兵 1,885名（回答率 67%）を 2004年～

2006年に追跡調査した 11)ところ、ベース

ライン（2002年）での精神症状・戦闘体

験による曝露・部隊に関連する因子が調

査時の PTSD症状にどう関連するかが検

証された。その結果、PTSD 症状と隊員

の士気は関連し、その傾向はベースライ

ンでの精神症状を調整しても変わらな

かった。すなわち、既存の精神症状とは

関係なく、PTSD 症状は隊員の士気と関

連していた。 

2010 年にアフガニスタンに派遣され

た英国軍兵 1,431名の研究 12)では、対象

者の 17.1%に精神障害のリスクが見られ、

2.7%に PTSD症状が見られていた。これ

らを緩和する因子として、部隊の団結

力・士気・上層部のリーダーシップが関

連していた。 

隊員の士気が保たれてない場合、隊員

のメンタルヘルスや部隊の団結力に悪

影響を及ぼすことも報告されている。イ

ラク戦争に派遣されたアメリカ陸軍・海

兵隊員のメンタルヘルス調査では、隊員

の士気低下が顕著だった 13)。2005～2007

年の派遣のうち、個人の士気が高いと答

えた隊員は海兵隊で 27%、陸軍兵で 19%

に過ぎなかった。同様に、部隊の士気が

高いと回答した海兵隊員はわずか 19%、

陸軍兵に及んでは 7%だった。聞き取り

調査の結果、これらの因子には上層部へ

の不信感や怒り、通信や娯楽施設の利用

に対する不公平感が多く聞かれた。メン

タルヘルスへの何らかの問題が見られ

た陸軍兵は高率にみられ、戦闘の度合い

が低度、中等度、高度の場合は、それぞ

れ 11%、17%、30%だった。 

第一原発・第二原発では、前者は廃炉、

後者は復旧作業が終了しているという

状況で、その社会的役割は大きく異なっ

ている。それにもかかわらず、仕事のモ

チベーションへの差は見られなかった。 

この結果には、所属先を問わず、モチ

ベーションを低下される共通因子があ

ることが推察される。第一・第二の間で

は、「身内や社会からの批判」は差が見

られなかった。さらには、「身内と社会

からの批判」が仕事のモチベーションと

関連し、批判を受けた者はモチベーショ

ンがより低かった。第一・第二の対象者

は、ともに電力会社職員ということで、

社会からの批判・差別・中傷に曝されて

いることは推察できる。しかし、本研究
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では、仕事のモチベーション他の交絡因

子を解析していなく、多変量解析などよ

り詳しい検証は今後の課題となってい

る。今後、メンタルヘルスの指標との関

連を細かく検証し、今後の円滑な作業に

向けての知見を増やすことが必要であ

る。 

 

E. 結論 

第一原発、第二原発の電力会社職員に

おいて、業務へのモチベーションは顕著

に低下していた。特に、若年層と、身内

や社会から批判を受けた者のモチベー

ションが低かった。 

海外の軍隊など関連領域での研究で

は、士気が低下している状態が組織内不

満を高めたりメンタルヘルスに悪影響

を及ぼしたりすることが知られている。

原発復旧作業従事者のメンタルヘルス

対策としては、モチベーションを高める

ための方策も有用であることが示唆さ

れた。 

 

 

F. 健康危険情報 

なし。 
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